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高木浩司 (愛知県)昭和34年8月23日生 | 隔日投与群よりも連日投与群において著明であった。
授与年月日 平成3年5月1日 | 副腎重量は両実験群ともに各々の対照群に対して有意
主輸 文 Effectsof methylprednisolone sodium の滅少が認められ，脳下垂体 ・副腎系の抑制によると






緒 君 l 及び上顎骨の長さの成長抑制率は連日投与群では各々
成長期のヒトや動物に大量のグルココルチコイド I 13.7， 15.9 (%)，隔日投与群では各々8.1，11.9 (%) 
(GC)を長期投与すると，成長が抑制されることが | であり，実験期間内の薬物投与量が 5倍である隔日投





































nisolone sodium succinate on the growth of hard tis 
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